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前年度比
(%)

資本的収入の内訳は、全額が出資金となり、資本的支出の内訳は、新設工事費が 51,068円、建設改良

費が100,617,522円、企業債償還金が128,477,240円及び年賦償還金が6,931,507円となっています。

なお、前年度同期の事業収益 2,070,497,539円との比較では 58,397,388円（対前年度同期比 2.8％）の

減収となり、また、前年度同期の事業費用 1,681,086,234円との比較では 49,756,004円（対前年度同期比

3.0％）の増額となっています。

一方、資本的収支については、資本的収入額2,322,000円に対し、資本的支出額は 236,077,337円となりま

した。

２.　経 理 の 状 況

収益的収支については、事業収益 2,012,100,151円（消費税及び地方消費税込み）に対し、事業費用は、

1,730,842,238円（消費税及び地方消費税込み）となりました。

事業収益の内訳は、営業収益が 1,932,630,890円、営業外収益が 79,469,261円となっています。また、

事業費用の内訳は、営業費用が1,710,882,807円、営業外費用が19,959,431円となりました。

有   収   水   量 10,970,451 10,718,342 252,109 2.35

送　 水 　量 10,981,401 10,723,832 257,569 2.40

取 　水　 量 11,458,150 11,199,610 258,540 2.31

　契約状況については、改良工事では水道企業部庁舎PAC-2空調設備交換工事を締結し、保存工事では四街道市第３供給

区　　分 令和４年度上半期(㎥) 令和３年度上半期(㎥) 増 減 (㎥)

　また、委託業務については、管路図及び送水施設図集作成業務委託等の15件を締結しました。

　なお、本年度上半期の業務量は、次のとおりです。

地点流量調節弁等制御装置修繕工事を締結しました。

一.　　令和４年度上半期の事業概要

１.　事 業 の 概 要

上半期の用水供給量は、10,970,451㎥（一日平均59,948㎥)で前年度同期の用水供給量10,718,342㎥（一日

平均58,570㎥)との比較では、252,109㎥（対前年度比2.35％）の増となっております。
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　収　入　　　　　　　                 　 　（単位：円）

予算対比(％)
（Ｂ／Ａ）Ｄ

事 業 収 益 49.7

　  営業収益 49.9

　  営業外収益 46.1

　  特別利益 0.0

　支　出　　　　　                 　　　　 （単位：円）

予算対比(％)
（Ｂ／Ａ）Ｄ

事 業 費 用 47.1

　  営業費用 47.3

　  営業外費用 46.0

　  予備費 0.0

　収　入　　　　　　　                 　 　（単位：円）

予算残額 予算対比(％)

当初予算額
法第26条の規定に
よる繰越額に係る
財源充当額

継続費逓次繰越額
に係る財源充当額

合計
（Ａ－Ｂ）Ｃ （Ｂ／Ａ）Ｄ

資 本 的 収 入 154,640,000 0 0 154,640,000 2,322,000 152,318,000 1.5

　 企業債 50,000,000 0 0 50,000,000 0 50,000,000 0.0

　 国庫補助金 50,000,000 0 0 50,000,000 0 50,000,000 0.0

　 出資金 54,640,000 0 0 54,640,000 2,322,000 52,318,000 4.2

　支　出　　　　　                 　　　　 （単位：円）

予算残額 予算対比(％)

当初予算額
法第26条の規定に
よる繰越額

継続費逓次繰越額 合計
（Ａ－Ｂ）Ｃ （Ｂ／Ａ）Ｄ

資 本 的 支 出 1,397,936,000 90,420,000 78,646,143 1,567,002,143 236,077,337 1,330,924,806 15.1

　 新設工事費 150,000,000 0 78,646,143 228,646,143 51,068 228,595,075 0.0

　 建設改良費 963,899,000 90,420,000 0 1,054,319,000 100,617,522 953,701,478 9.5

　 企業債償還金 258,038,000 0 0 258,038,000 128,477,240 129,560,760 49.8

　 年賦償還金 13,923,000 0 0 13,923,000 6,931,507 6,991,493 49.8

　   国庫補助金返還金 2,076,000 0 0 2,076,000 0 2,076,000 0.0

　 予備費 10,000,000 0 0 10,000,000 0 10,000,000 0.0

区　　　分 上半期執行額（Ｂ）予算額（Ａ）

1,730,842,238

1,710,882,807

2,012,100,151 2,038,752,849

1,938,534,110

4,050,853,000

3,871,165,000 1,932,630,890

（１）　収益的収入及び支出（消費税及び地方消費税込み）

区　　　分 予算額（Ａ） 上半期執行額（Ｂ）
予算残額

（Ａ－Ｂ）Ｃ

92,818,739172,288,000 79,469,261

1,940,431,762

1,906,980,193

3,671,274,000

3,617,863,000

予算残額
（Ａ－Ｂ）Ｃ

7,400,000 0 7,400,000

23,451,56943,411,000

区　　　分

予算額（Ａ）

上半期執行額（Ｂ）

10,000,000

（２）　資本的収入及び支出（消費税及び地方消費税込み）

区　　　分

予算額（Ａ）

上半期執行額（Ｂ）

10,000,000 0

19,959,431
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※「予算内訳表・契約台帳(総務班作成)」から確認、当該年度上半期の契約ベースで記載。

※新設工事があれば、(1)新設工事の概況、(2)改良工事の概況、(3)保存工事の概況とする。

※撤去工事は、新設工事でも改良工事でも保存工事でもないため、記載しない。

３.　工　事

（１）　改良工事の概況

契　  約 完 成（予 工　事
金額(円) 定)年月日 番　号

１. 庁舎事務室PAC-2空調設備交換工 １式

２. 試運転調整工 １式

（２）　保存工事の概況 ※修繕工事のことで、100万円以上のみ記載。

契　  約 完 成（予 工　事 ※「部品支給」のみの場合は、記載しない。「部品支給（たな卸出庫）」を伴う工事の場合にも、工事費にたな卸出庫額は加算しない。

金額(円) 定)年月日 番　号

１. 電動弁駆動装置交換工 ２台

２. 流量調節弁等制御装置部品交換工 ６台

３. 流量調節弁等機構部部品交換工 ５台

４. 試験調整工 １式

５. バルブ外面塗装工 ７台

令和4.6.30

34,100,000 令和4.7.19 (令和5.3.10)

工事名

工事名

印修令４
第 １ 号

四街道市第３供給
地点流量調節弁等
制御装置修繕工事

着工年月日

着工年月日

工  事  内  容

送改令４
第 １ 号

水道企業部庁舎
PAC-2空調設備交換
工事

1,111,000

工  事  内  容

令和4.5.26
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(単位:円)

１  営 業 収 益

1,756,937,194 1,756,937,194

２  営 業 費 用

1,120,993,094

70,474,596

40,947,613

363,820,244 1,596,235,547

160,701,647

３  営 業 外 収 益

402,000

78,986,608

75,553 79,464,161

４  営 業 外 費 用

19,959,431 19,959,431 59,504,730

220,206,377

220,206,377

773,776,548

993,982,925当期未処分利益剰余金

長 期 前 受 金 戻 入

支 払 利 息（１）

（１）

（２）

営 業 利 益

他 会 計 補 助 金

当 期 純 利 益

（３） 雑 収 益

減 価 償 却 費

経 常 利 益

前年度繰越利益剰余金

送 水 費

総 係 費

二.　　損 益 計 算 書 （消費税及び地方消費税抜き表示）

(令和４年４月１日から令和４年９月30日まで)

（１）

（１）

給 水 収 益

原 水 及 び 浄 水 費

（２）

（３）

（４）
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(単位:円)

資　産　の　部

１  固  定  資  産

300,735,514

295,775,074

減価償却累計額 △ 176,011,178 119,763,896

14,158,512,228

減価償却累計額 △ 9,728,137,993 4,430,374,235

3,793,596,459

減価償却累計額 △ 2,472,714,429 1,320,882,030

4,114,780

減価償却累計額 △ 2,826,660 1,288,120

793,537,953

6,966,581,748

3,606,986

11,901,689,646

547,100

その他無形固定資産  479,210

11,906,322,942

前払退職手当負担金 111,648,819

111,648,819

18,984,553,509

２  流  動  資  産

5,056,665,247

323,445,405

1,515,300

249,425,300

123,045,545

5,754,096,797

資  産  合  計 24,738,650,306

三.　　貸 借 対 照 表 （消費税及び地方消費税抜き表示）

(令和４年９月30日)

（１） 有 形 固 定 資 産

ロ． 建 物

イ． 土 地

ハ． 構 築 物

ニ． 機 械 及 び 装 置

ホ． 工具器具及び備品

ヘ． 建 設 仮 勘 定

有 形 固 定 資 産 合 計

（２） 無 形 固 定 資 産

イ． 水 利 権

ロ． ダ ム 使 用 権

無 形 固 定 資 産 合 計

（３） 投 資 そ の 他 の 資 産

イ．

投資その他の資産合計

固 定 資 産 合 計

ハ． 電 話 加 入 権

ニ．

前　　払　　金

そ の 他 流 動 資 産

流動資産合計

未    収    金 

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

貯　　蔵　　品 

現  金  預  金
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負　債　の　部

３  固  定  負  債

2,873,238,185

2,873,238,185

130,076,437

3,003,314,622

４  流  動  負  債

129,560,625

129,560,625

6,657,937

8,697,774

175,698,796

320,615,132

５ 繰　延　収　益

10,258,457,951

4,666,885,730

7,990,815,484

資　本　の　部

６  資　本　金 14,209,655,960

７  剰　　余　　金

182,318,901

444,289,033

626,607,934

917,588,003

993,982,925

1,911,570,928

2,538,178,862

16,747,834,822

24,738,650,306

（１）

企 業 債 合 計

（２） 年 賦 未 払 金

企 業 債

イ．
建 設 改 良 費 等 の 財 源 に
充 て る た め の 企 業 債

イ．
建 設 改 良 費 等 の 財 源 に
充 て る た め の 企 業 債

企 業 債 合 計

固 定 負 債 合 計

（１） 企 業 債

（２） 年 賦 未 払 金

（４） そ の 他 流 動 負 債

（３） 未 払 金

（１） 長 期 前 受 金

流 動 負 債 合 計

（２） 長期前受金収益化累計額 △ 5,591,572,221

繰 延 収 益 合 計

ロ． そ の 他 資 本 剰 余 金

負 債 合 計

資 本 剰 余 金 合 計

（１） 資 本 剰 余 金

イ． 国 庫 補 助 金

（２） 利 益 剰 余 金

ロ． 当年度未処分利益剰余金

利 益 剰 余 金 合 計

負 債 ・ 資 本 合 計

剰 余 金 合 計

資 本 合 計

イ． 減 債 積 立 金
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Ⅰ 重要な会計方針

1 たな卸資産の評価基準及び評価方法

・貯蔵品　先入先出法による原価法

2 固定資産の減価償却の方法

（１） 有形固定資産

・定額法

・主な耐用年数

　建物：６５年、構築物：４０年、機械及び装置：１５年、器具及び備品：５～１５年

（２） 無形固定資産

・定額法

3 引当金の計上基準

（１） 退職手当給付引当金

一般会計との協議により、当年度末における職員に対する退職手当の要支給額と千葉県市町村総合事務

組合への積立額を比較したところ、積立額が要支給額を超える負担額となっており、前払費用として前払退

職手当負担金を計上している。

4 消費税の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっている。

Ⅱ 貸借対照表

1 賞与引当金及び法定福利費引当金の取崩し

令和４年度において、期末手当、勤勉手当の支給及びそれらの法定福利費を支出するため、12,490千円

を取り崩している。

注　　記　　表
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１.　決 算 の 概 要

（１）業務

（２）創設事業

収益的収入及び支出

収入 　（単位：円）

区　　　分 予算額 決算額 予算額に比べ決算額の増減

事業収益 4,151,539,000 4,130,034,725 △ 21,504,275

　営業収益 3,971,525,000 3,964,311,723 △ 7,213,277

　営業外収益 176,524,000 162,031,393 △ 14,492,607

　特別利益 3,490,000 3,691,609 201,609

支出 　（単位：円）

区　　　分 予算額 決算額 不用額

事業費用 3,631,457,000 3,539,952,009 91,504,991

　営業費用 3,514,213,200 3,408,485,845 105,727,355

　営業外費用 107,243,800 107,206,174 37,626

  特別損失 0 24,259,990 △ 24,259,990

　予備費 10,000,000 0 10,000,000

資本的収入及び支出

収入 　（単位：円）

区　　　分 予算額 決算額 予算額に比べ決算額の増減

資本的収入 72,996,000 72,996,000 0

　企業債 23,300,000 23,300,000 0

　国庫補助金 22,834,000 22,834,000 0

　出資金 26,862,000 26,862,000 0

支出 　（単位：円）

区　　　分 予算額 決算額 翌年度繰越額 不用額

資本的支出 1,211,453,561 1,025,050,890 169,066,143 17,336,528

　新設工事費 157,967,861 79,321,718 78,646,143 0

　建設改良費 779,924,700 682,169,288 90,420,000 7,335,412

　企業債償還金 249,873,000 249,872,839 0 161

　年賦償還金 13,688,000 13,687,045 0 955

　予備費 10,000,000 0 0 10,000,000

（３）経理状況（消費税及び地方消費税込み表示）

四.　　令和３年度決算の状況

令和３年度の供給水量は、 21,319,859㎥（一日平均 58,411㎥）であり、前年度に比べ 574,982㎥

（2.77％）の増となりました。

　創設事業は、水源分担金として国土交通省施工の利根川那珂川霞ヶ浦導水事業へ負担金を納付しました。
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